
水俣病資料館での見学会

東アジア環境研究機構WEBサイト
http://www.q-eaep.kyushu-u.ac.jp/ja/index.html

研究者による活発なディスカッション

中日資源循環・廃棄物対策会議での集合写真
（都市環境グループ）

国際ワークショップ
（砂漠化防止グループ）

開会の挨拶をする落合副学長

　
平
成
二
一
年
一
二
月
三
日
と
四
日
の
二
日

間
、
九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
本

学
東
ア
ジ
ア
環
境
研
究
機
構
（
R
I
E
A
E
）

の
主
催
に
よ
り
「
第
三
回
東
ア
ジ
ア
環
境
問

題
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
E
A
E
P
二
〇
〇

九
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
環
境
研

究
者
が
一
堂
に
会
し
、
環
境
問
題
の
包
括
的

解
決
へ
向
け
た
研
究
協
力
・
交
流
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
三
回
目
の

開
催
と
な
る
今
回
は
、
R
I
E
A
E
が
本
年

四
月
に
設
置
さ
れ
て
最
初
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
〇
〇
名
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
落
合
英
俊
R
I
E
A
E

副
機
構
長
（
本
学
理
事
・
副
学
長
）
、
島
岡

隆
行
R
I
E
A
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

（
工
学
研
究
院
・
教
授
）
及
び
中
華
人
民
共

和
国
駐
福
岡
総
領
事
館
徐
建
成
領
事
か
ら
挨

拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
同
済
大

学
譚
洪
衛
教
授
、
中
国
農
業
科
学
院
宋
敏
教

授
及
び
鳥
取
大
学
恒
川
篤
史
教
授
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
低
炭
素
都
市
シ
ス
テ
ム
、
フ
ー
ド
リ

ス
ク
研
究
及
び
砂
漠
化
防
止
研
究
に
関
す
る

特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
発
表
で
は
、
R
I
E
A
E
が
取
り
組

む
九
つ
の
研
究
分
野
（
都
市
環
境
、
低
炭
素

都
市
シ
ス
テ
ム
、
フ
ー
ド
リ
ス
ク
研
究
、
水

環
境
、
砂
漠
化
防
止
、
大
気
環
境
、
海
洋
環

境
、
環
境
化
学
、
環
境
計
画
・
政
策
）
か
ら
、

海
外
か
ら
の
投
稿
論
文
一
三
編
を
含
む
計
三

五
編
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、
若
手
研
究

者
を
交
え
た
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
二
月
五
日
に
は
、
日
本
の
公

害
問
題
の
原
点
で
も
あ
る
水
銀
汚
染
を
引
き

起
こ
し
た
水
俣
市
（
水
俣
市
立
水
俣
病
資
料

館
及
び
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
約
四
〇
名
の
う
ち
の
半
数
が
海
外
か
ら
の

参
加
者
で
あ
り
、
わ
が
国
の
公
害
問
題
と
環

境
技
術
へ
の
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
R
I
E
A
E
の
研
究
分
野
ご
と
の
活
動
と

し
て
、
都
市
環
境
グ
ル
ー
プ
は
日
本
学
術
振

興
会
の
助
成
を
受
け
、
「
日
本
と
中
国
の
廃

棄
物
管
理
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
の
た
め

の
中
日
資
源
循
環
・
廃
棄
物
対
策
会
議
」
を
、

国
内
の
五
大
学
、
中
国
全
域
か
ら
一
二
大
学

・
機
関
の
研
究
者
を
招
へ
い
し
て
開
催
し
、

砂
漠
化
防
止
グ
ル
ー
プ
は
、
国
際
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
E
A
E
P
二
〇

〇
九
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
会

議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
よ
り
専
門
的

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
上
海
で
開
催
さ
れ
た
E
A
E
P
二
〇
〇
八

と
同
様
、
清
華
大
学
、
上
海
交
通
大
学
、
同

済
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
大
学
・
研

究
機
関
に
加
え
、
今
回
の
E
A
E
P
二
〇
〇

九
で
は
モ
ン
ゴ
ル
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
よ
り
深
く
よ
り
幅
広
い
研

究
協
力
・
交
流
の
場
に
成
長
し
て
い
る
と
実

感
で
き
ま
し
た
。
R
I
E
A
E
で
は
、
こ
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
ア
ジ
ア
環
境
問
題

の
解
決
の
起
点
と
な
る
よ
う
、
今
年
も
開
催

す
る
予
定
で
す
（
E
A
E
P
二
〇
一
〇
）
。

関
係
各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

～
環
境
問
題
の
解
決
へ
向
け
た
研
究
協
力
・
交
流
～

東
ア
ジ
ア
環
境
問
題
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

小
久
保 

裕

東
ア
ジ
ア
環
境
研
究
機
構 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

室
長
補
佐
（
学
術
研
究
員
）
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